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情報学概論Ａ

情報情報情報情報とととと社会社会社会社会 ～～～～コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータととととインターネットインターネットインターネットインターネット～～～～

７７７７．．．．インターネットインターネットインターネットインターネットととととネットワークネットワークネットワークネットワークのののの仕組仕組仕組仕組みみみみ－－－－１１１１－－－－
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１．通信とは？

� 声が聞こえる仕組み
人人人人とととと人人人人がががが話話話話すというすというすというすという行為行為行為行為はははは情報情報情報情報をををを伝伝伝伝えるというえるというえるというえるという見方見方見方見方をすればをすればをすればをすれば一番身近一番身近一番身近一番身近なななな
通信通信通信通信であるであるであるである・・・それも無線通信
声とは空気を振動させる事である
人間の喉にある声帯が震えて、その振動が空気を振るわせ
声になって口から出る
その空気の振動がそのまま人間の耳に入り鼓膜を振動させれば声とし
て聞こえるのである

� 通信を考える時は糸電話
通信の仕組みを考える場合は、糸電話を思い出すと良い
糸電話は声を振動にして糸を通じて相手側に情報を伝える
この声声声声をををを振動振動振動振動にににに変換変換変換変換しししし糸糸糸糸をををを通通通通ってまたってまたってまたってまた声声声声にににに変換変換変換変換するするするする仕組みは通信の一
番基本的な仕組みなのである
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１．通信とは？

� 「通信」という言葉の意味

通信とは何をする事なのか・・・

通・・・かよう、とおす、とおらせるとおらせるとおらせるとおらせるの意味
信・・・信号の意味

信号信号信号信号が通通通通るるるるの意味
� 糸電話は音を振動にという信号に変えて、糸を通って移動する

� 電話は声を電気（電波）という信号に変えて、電線（空中）を
通って移動する

しかししかししかししかし、、、、一人一人一人一人ではではではでは通信通信通信通信はははは成成成成りりりり立立立立たないたないたないたない
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２．身近な通信

� 生活に身近な通信機器

� 電話、携帯電話、インターホン

� インターネット端末、銀行・コンビニの現金自動預払機

� ラジオ、ＴＶ、ＣＡＴＶ

� トランシーバ（無線機）

� モデム（ＣＡＴＶ、ＡＤＳＬ）

これらの機器の通信方法は、無線無線無線無線または有線有線有線有線に分けられる
また、片方向片方向片方向片方向のののの通信通信通信通信か両方向両方向両方向両方向のののの通信通信通信通信かに分けることが可能
である
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２．身近な通信

� 電話回線の仕組み

発信者の押した電話番号電話番号電話番号電話番号を交換機交換機交換機交換機と呼ばれる機器が記憶し
中継センターから発信した番号の近くにある交換機を探し出す
実際には沢山の交換機が存在しており、通信回線の混み具合により
最適な交換機を探し出し、目的の着信者をコールする

発信者（送信者） 中継センター 中継センター交換機

（電話局）

交換機

（電話局）

着信者（受信者）
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３．コンピュータの通信

� コンピュータが通信をするとは？

人が通信をする場合の一番身近な方法は会話という行為である
人と人が言葉言葉言葉言葉によってによってによってによって話話話話すすすすという行為は情報情報情報情報をやりをやりをやりをやり取取取取りするりするりするりするという
事である

コンピュータ同士が通信をする場合も人と同様に情報をやり取りする
しかし、コンピュータの場合は基本的には電線で接続された通信を
することが一般的であり、同時に複数のコンピュータ同士で通信を
行う事が可能である

複数複数複数複数ののののコンピュータコンピュータコンピュータコンピュータがががが色色色色々々々々なななな場所場所場所場所にありながらにありながらにありながらにありながら同時同時同時同時にににに通信通信通信通信をををを行行行行うううう仕組仕組仕組仕組みみみみ
を コンピュータネットワークシステムコンピュータネットワークシステムコンピュータネットワークシステムコンピュータネットワークシステム と言う
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３．コンピュータの通信

� コンピュータの通信は大変だった

インターネットと呼ばれる通信方法が確立するまでは、コンピュータ
同士が通信をするのは大変高度高度高度高度なななな技術技術技術技術とととと費用費用費用費用（お金）を必要とする
ものだった

特にメーカーメーカーメーカーメーカーのののの異異異異なるなるなるなるコンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ同士同士同士同士や同一同一同一同一メーカーメーカーメーカーメーカーであってもであってもであってもであっても
機種機種機種機種がががが異異異異なるなるなるなる場合場合場合場合（（（（汎用機汎用機汎用機汎用機ととととパソコンパソコンパソコンパソコンとかとかとかとか））））困難困難困難困難に近いものであった
それは全てのメーカー、全てのコンピュータに精通している技術者が
いなかった為である

また、コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ同士同士同士同士がががが通信通信通信通信するするするする場合場合場合場合はははは、、、、コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータのののの話話話話すすすす言葉言葉言葉言葉
（（（（実際実際実際実際にはにはにはにはマシンマシンマシンマシン語語語語））））のののの言語体系言語体系言語体系言語体系がががが同同同同じであるじであるじであるじである必要必要必要必要があった為である
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３．コンピュータの通信

� コンピュータが通信する為に必要なもの
� 有線での通信で考えた場合、何が必要なのだろう

身近なパーソナルコンピュータで考えてみる

� ＬＡＮカード または モデム

� ＬＡＮケーブル または ＲＳ２３２Ｃケーブル

� ＡＤＳＬモデム（ＣＡＴＶモデム） または 電話回線

複数台のパソコンがある場合は、ＨＵＢ（ＨＵＢ（ＨＵＢ（ＨＵＢ（ハブハブハブハブ））））、ルータルータルータルータといった

ＬＡＮケーブルを複数挿す事が可能な装置が必要となる

ハードウェアとしてはこういった物が必要だが、コンピュータ同士が

会話する為には、双方双方双方双方ののののコンピュータコンピュータコンピュータコンピュータがががが理解出来理解出来理解出来理解出来るるるる言葉言葉言葉言葉がががが必要必要必要必要

となり、会話のルールを通信規約通信規約通信規約通信規約（（（（通信手順通信手順通信手順通信手順、、、、プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル））））という
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３．コンピュータの通信

� 通信規約と呼ばれるもの

ネットワークでコンピュータ同士が通信（会話）を行う場合は、通信通信通信通信をををを
するするするする上上上上でのでのでのでの約束事約束事約束事約束事に従う必要がある
その約束事を通信規約通信規約通信規約通信規約（（（（通信手順通信手順通信手順通信手順、、、、プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル））））という

英語しか話せない人と日本語しか話せない人は会話する事が
できないが、コンピュータも同じなのである

通信規約という物は非常に多くの物が存在する為、通信する相手が
使用する通信規約をよく知った上で設定しないと通信は行えない
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３．コンピュータの通信

� 通信規約と呼ばれるもの

人と人が会話する場合は、どんな言葉（日本語？ 英語？）を使うか
といった他に手紙を書く、携帯電話使う、といった手段（方法、媒体）も
使う事がある
意思疎通する為に２つの手段（２つの階層）で行うと考える事ができる

通信規約も通信する上での手段を７７７７つにつにつにつに分分分分けてけてけてけて考えるように取り決めさ
れている

これを ＯＳＩＯＳＩＯＳＩＯＳＩ参照参照参照参照モデルモデルモデルモデルのののの７７７７階層階層階層階層 と呼ぶ
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３．コンピュータの通信

� ＯＳＩ参照モデルの７階層とは？

国際標準化機構国際標準化機構国際標準化機構国際標準化機構（ＩＳＯ）（ＩＳＯ）（ＩＳＯ）（ＩＳＯ）が制定した異なるコンピュータ間（異機種間）
でのデータ通信を行う為の方針に従い定められた機能
それが７つに分類されている事から、７階層モデルなどと呼ばれている

� 国際標準化機構（ＩＳＯ）

電気分野を除く工業分野の国際的国際的国際的国際的なななな標準規格標準規格標準規格標準規格をををを策定策定策定策定するための
民間の非営利団体であり本部はスイスのジュネーブにある

各国1機関が参加でき、日本からは日本工業標準調査会日本工業標準調査会日本工業標準調査会日本工業標準調査会（ＪＩＳＣ）（ＪＩＳＣ）（ＪＩＳＣ）（ＪＩＳＣ）が
加盟している
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３．コンピュータの通信

� ＯＳＩ参照モデルの７階層とは？

第７層

第１層

通信中のエラーを少な
くするルール

データ転送の信頼性を確保する
ための方式を定義

トランスポート層

離れた相手との通信
ルートや宛先決定

第２層以下のプロトコルで接続さ
れている物の通信方式を定義

ネットワーク層

近くの相手とのデータ
のやり取りの決定

ネットワーク上で直結されている
機器同士での通信方式を定義

データリンク層

電気的な変換方式や
コードの形状など

ネットワークの物理的な接続・伝
送方法を定める

物理層

どっちから話す等の会
話のルール

通信の開始から終了までに送受
信するデータの形式等を規定

セッション層

通信に使う言葉の決定圧縮方式や文字コードなど、デー
タの表現形式を規定

プレゼンテーション層

通信が可能かどうかの
判断をする入り口

ネットワークアプリケーションの
うちユーザが直接接する部分

アプリケーション層
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３．コンピュータの通信

� コンピュータが通信して何ができるのか
� 距離が近い通信（自宅の中や会社の中で通信）

� ２台のパソコン（ＰＣ）間でデータの交換が行える
→ファイル共有という

� 複数のＰＣで１台のプリンタを共有使用出来る
→プリンタ共有という

� 距離が遠い通信（岡山と東京とか、日本と米国とか）

� あたかも遠い所にあるコンピュータがすぐそばにあるように
利用する事ができる

� 貴重なデータを分散させても、１カ所にあるように使える

� 世界中何処にいても自分のメールを読む事ができる

� 無線通信では宇宙と地球の間でも通信することが可能である

� 近いエリア内のネットワークをＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ（ローカル エリア ネットワーク）
広域なエリアのネットワークをＷＡＮＷＡＮＷＡＮＷＡＮ（ワイド エリア ネットワーク）
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４．ＬＡＮとＷＡＮ

� ＬＡＮ（ラン Local Area Network）
日本語では「閉閉閉閉じられたじられたじられたじられた世界世界世界世界のネットワーク」となります
一般家庭では、「閉じられた世界 ＝ 家の中」 となります

ＬＡＮにすることにより、パソコン同士が繋がります
最近は無線化された無線ＬＡＮが流行っている
Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の登場で家庭でも非常にしやすくなった

� ＷＡＮ（ワン Wide Area Network ）
日本語では「広域広域広域広域なななな世界世界世界世界のネットワーク」となります
ＬＡＮの反対の言葉として用いられる事がある
インターネットというネットワークは代表的なＷＡＮと言える
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４．ＬＡＮとＷＡＮ

� ＬＡＮを構築するってどういう事？

ＬＡＮを構築した、ネットワークを構築したというニュースを聞いた事は
ないだろうか？

国内では住民基本台帳住民基本台帳住民基本台帳住民基本台帳ネットワークネットワークネットワークネットワークという全国の役所を結んだ巨大な
ネットワークが構築され、全国何処でも住民票が取れるなどのサービス
が始まり、ニュースで色々問題も報道された事がある

ＬＡＮやＷＡＮを総称してネットワーク網などというが、ＬＡＮという物は
どうすれば構築できるのか、どんな種類があるのだろう・・・

パソコンがあればＬＡＮは作れるのだろうか・・・
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４．ＬＡＮとＷＡＮ

� ＬＡＮを構築してみよう
� 必要なもの

� パーソナルコンピュータ ２個

� Ｗｉｎｄｏｗｓ９５以降のＯＳが入ったもの

� ＬＡＮカード ２個

� パソコンに内蔵されている場合は不要

� ＬＡＮケーブル（ストレート） ２本

� ＨＵＢを使わない場合は、クロスケーブル１本でもよい

� ＨＵＢ（ハブ：集線装置）

クロスケーブル
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４．ＬＡＮとＷＡＮ

� ＬＡＮを構築してみよう
一般的な小さな規模（家庭、事務所）のＬＡＮは以下のような構成である
これで何が出来るのか？

・２台のパソコンで１台のプリンタを同時に使える
・２台のパソコンが同時にインターネット接続を行える
・２台のパソコン間でファイルの交換が行える

パソコン

パソコン

ルータ

ＨＵＢ

プリンタ

ＬＡＮ
ケーブル

モデム
インターインターインターインター
ネットネットネットネット
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４．ＬＡＮとＷＡＮ

� ＬＡＮケーブルあれこれ
� 通信に使うＬＡＮケーブルは、通信速度や引ける長さで

種類が変わってくる、また、同じ物でも名称が異なる場合もある

� １０Ｂａｓｅ２ ケーブル
１０Ｍビット／秒で通信する、最大約２００ｍ（１８５ｍ）

� １０Ｂａｓｅ５ ケーブル
１０Ｍビット／秒で通信する、最大約５００ｍ

いずれも同軸ケーブルで
ＴＶＴＶＴＶＴＶののののアンテナアンテナアンテナアンテナ線線線線にににに似似似似ているているているている

最近ではあまり使われない
古い通信ケーブル
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４．ＬＡＮとＷＡＮ

� ＬＡＮケーブルあれこれ
� ツイストペア、ＵＴＰ、ＳＴＰ、イーサネットケーブルとも呼ばれる

見た目は同じだが通信速度・価格が異なる

� ギガビット以上の速度を出す場合は光ファイバとなる

� １０ｂａｓｅＴケーブル １０Ｍビット／秒 最大約１００ｍ

� １００ｂａｓｅＴＸケーブル １００Ｍビット／秒 最大約１００ｍ

カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー５５５５（Ｃａｔ（Ｃａｔ（Ｃａｔ（Ｃａｔ５５５５））））

� １０００ＢａｓｅＴケーブル １０００Ｍビット／秒 最大約１００ｍ
エンハンスドエンハンスドエンハンスドエンハンスド・・・・カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー５５５５（Ｃａｔ（Ｃａｔ（Ｃａｔ（Ｃａｔ５５５５ｅ）ｅ）ｅ）ｅ）

� １０００ＢａｓｅＴＸケーブル １０００Ｍビット／秒 最大約１００ｍ
カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー６６６６（Ｃａｔ（Ｃａｔ（Ｃａｔ（Ｃａｔ６６６６）））） Ｃａｔ５ｅの２．５倍の電送帯域を持つ
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４．ＬＡＮとＷＡＮ

� ＷＡＮはどうすれば構築出来るのか？
（株）川崎福祉商事という会社があったとする
岡山に本社、倉敷に支店、津山に営業所があり、それぞれのビル内で
ＬＡＮを構築した、それぞれのＬＡＮを情報交換の為に接続したい
通信事業者（ＮＴＴなど）の回線を使用して相互の接続を行った

ＷＡＮＷＡＮＷＡＮＷＡＮ
相互相互相互相互にににに接続接続接続接続されたされたされたされた
ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮがががが集合集合集合集合したしたしたした
ネットワークネットワークネットワークネットワーク

津山営業所津山営業所津山営業所津山営業所
ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ

岡山本社岡山本社岡山本社岡山本社
ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ倉敷支店倉敷支店倉敷支店倉敷支店

ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ

接続接続接続接続

インターネットインターネットインターネットインターネットへへへへ

（（（（株株株株））））川崎福祉商事川崎福祉商事川崎福祉商事川崎福祉商事のののの広域広域広域広域ネットワークネットワークネットワークネットワーク
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４．ＬＡＮとＷＡＮ

� LANは利用利用利用利用するするするする人人人人がががが自分自分自分自分ででででネットワークネットワークネットワークネットワークをををを構築構築構築構築して、管理・運用する
ケーブルやルータ、ハブなどのネットワーク機器を購入して、
さらにケーブル配線なども自分たちで行うわけです
そして、もしネットワークで障害が発生したら、その原因を切り分けで
自分たちで対処し、適切な拡張もしていかなければいけません

� それに対して、WANではWANネットワークを利用する人が、ネットワーク
の構築、管理・運用には直接関係しない
WANのネットワークの構築、管理・運用を行うのは電気通信事業者電気通信事業者電気通信事業者電気通信事業者、
いわゆるキャリアと呼ばれる会社たちで、私用者は、キャリアが提供して
いるいろんなサービスを利用するだけなのである

� 電気通信事業者（キャリア）
ＮＴＴ、ＫＤＤＩや日本テレコムなどのいわゆる電話会社が代表的
� 固定電話、ISDN、携帯電話、PHS
� 専用線、フレームリレー、ATM
� IP-VPN、広域イーサネット
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５．ネットワークのしくみ

� ＬＡＮには種類がある
ＬＡＮを作る場合、ＬＡＮ機器の配置方法や機器の配置場所によっては
接続の仕方（形態）が変わる場合がある
この接続形態をネットワークトポロジと呼び、大きく分けて３種類の
基本形態が存在する

� バスバスバスバス型型型型
バスと呼ばれる１本の線に並んで接続される形態（最近は少ない）

� リングリングリングリング型型型型
バス型の接続を丸にして切断が起きてもある程度の通信が行える方式

� スタースタースタースター型型型型
通信機器を中心に放射状に通信線が延びている方式（今主流）
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５．ネットワークのしくみ

� 接続回線の種類
インターネットに接続する為によく使われる回線の種類には
以下のような物がある

� ナローバンドナローバンドナローバンドナローバンド

� 電話回線 最大５４ｋビット／秒 アナログ回線

� ＩＳＤＮ回線 最大１２８ｋビット／秒 デジタル回線

� ブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド

� ＡＤＳＬ回線 最大５０Ｍビット／秒 電話回線を利用
上りと下りで通信速度が異なる

� ＣＡＴＶ回線 最大３０Ｍビット／秒
上りと下りで通信速度が異なる

� 光ファイバ回線 現在は１００Ｍビット／秒で提供されている

� 専用線 銀行などの業務用に専用で貸し出される回線



7
Copyright (C) 2007-2010 ay-system All Rights Reserved. 

25

５．ネットワークのしくみ

� 最近耳にするネットワークに関する単語
� ＦＴＴＨＦＴＴＨＦＴＴＨＦＴＴＨ

Fiber To The Home の略で、一般家庭に光ファイバを
引き込むサービスの総称として用いられる
電話・インターネット・ＴＶなど様々なサービスが提供されている

� ベストエフォートベストエフォートベストエフォートベストエフォート型型型型
ベストエフォート(best effort, 最善努力)とは、最大の結果を得られる
よう努力するという意味
インターネット接続サービスでは通信回線の品質に保証がない
すなわち、５０ＭＢ／Ｓと表記してあってもそれは最大値であり
それを保証する物では無いという意味を表す
繋がらない事があっても文句は言えないという事

対義語：ギャランティギャランティギャランティギャランティ型型型型（（（（品質保証型品質保証型品質保証型品質保証型））））
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５．ネットワークのしくみ

� ＷＡＮやＬＡＮはどうやって通信しているのか

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の登場により、世の中にＬＡＮという物が非常に浸透して
いき、それまで電話線を使っていた、パソコン通信と呼ばれる物から
ネットワークという物に置き換わっていった

今現在、パソコンのＬＡＮで通信させる為には、パソコンにネットワーク上
で使用する番号を付けてやる必要がある

これは、ＬＡＮネットワークの中に無数にあるパソコンを識別する住所の
役目を果たすものである

そのパソコンを識別する住所のようなネットワーク上での番号を
ＩＰＩＰＩＰＩＰアドレスアドレスアドレスアドレスと呼びます

27

５．ネットワークのしくみ

� ＩＰアドレスってなんだ？

ＩＰアドレス（Internet Protocol Addressの略 ）
コンピュータ同士が通信をする為に必要となる取り決め事を
プロトコル（通信規約、通信手順）と呼ぶが、今一番普及しており、
世間一般で使われているＴＣＰ／ＩＰＴＣＰ／ＩＰＴＣＰ／ＩＰＴＣＰ／ＩＰと呼ばれるプロトコルで使用する
ネットワークに接続されているコンピュータが付けられている番号

ＯＳＩ参照モデルでは、ＩＰが第３層（ネットワーク層）、ＴＣＰが第４層
（トランスポート層）にあたる

現行のＴＣＰ／ＩＰで使われている、ＩＰアドレスは「２１０．２３６．１００．１０５」

といった感じで１２桁で表されている
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６．まとめ

� 通信通信通信通信はははは無線無線無線無線・・・・有線有線有線有線というというというという方式方式方式方式にににに
片方向片方向片方向片方向（（（（単方向単方向単方向単方向））））・・・・両方向両方向両方向両方向（（（（双方向双方向双方向双方向））））というというというという信号信号信号信号のののの流流流流れれれれ方方方方がががが
存在存在存在存在するするするする

� コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータがががが通信通信通信通信するするするする為為為為にはにはにはには、、、、通信規約通信規約通信規約通信規約がががが必要必要必要必要
通信規約通信規約通信規約通信規約ははははプロトコルプロトコルプロトコルプロトコルともともともとも呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる

� 通信規約通信規約通信規約通信規約はははは７７７７つのつのつのつの階層階層階層階層にににに分分分分けられてけられてけられてけられて定義定義定義定義されているされているされているされている
ＯＳＩＯＳＩＯＳＩＯＳＩ参照参照参照参照モデルモデルモデルモデルのののの７７７７階層階層階層階層とととと呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる

� ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮととととＷＡＮＷＡＮＷＡＮＷＡＮ


